
研究活動における注意点

～Scholarly Conduct and Ethical Behavior in Research～
研究推進・産学連携課

Research Promotion and Collaboration Office

研究不正防止について/ Research Misconduct Prevention

（総務係/General Research Support：ken-apply@jim.kit.ac.jp）  

本学には、生物、材料化学、電子、情報、環境等の先端科学技術分野から建築・デザイン、さらに

語学・人文社会科学までの幅広い研究者が在籍しています。また、境界領域や融合領域の研究者も少な

くなく、多種多様な幅広い分野において個性ある研究を行っており、それらの研究者が所属する研究者

コミュニティーも様々です。しかし、研究に対する公正さ、誠実さ、正確さ、客観性等の基本的な研究

倫理の価値観は、日本のみならず世界からも共通して求められています。

本学では、研究倫理について、以下のルールがありますので、研究者の一員である学生の方も必ず

熟知しておいてください。

 Our university has a wide range of researchers pursuing questions in advanced science and technology 

in fields such as biology, materials chemistry, electronics, information, and the environment. Our faculty 

also research architecture and design, language, and the humanities and social sciences. Many 

researchers conduct experiments at the borders between fields and do interdisciplinary work, 

conducting unique research in a wide variety of fields. The research communities to which they belong 

are diverse. We ask that you are aware that the basic values of research ethics, such as fairness, honesty, 

accuracy, and objectivity in research, are uniformly in demand not only in Japan, but around the world.

 Students who are members of the research community should be sure to familiarize themselves with 

the following rules regarding research ethics.

【研究活動における不正行為の例/ Examples of research misconduct 】

・捏造/Fabrication・改ざん/Falsification・盗用/Plagiarism

・その他（※二重投稿、不適切なオーサーシップなど）

  /Other (*Duplicate submission/publication, inappropriate authorship, etc.) 

【研究不正防止、研究倫理に関する規則等】

・京都工芸繊維大学研究活動における不正行為等の取扱いに関する規則  

・京都工芸繊維大学における研究データ等の保存、開示の方法等の基準に関する規則  

・京都工芸繊維大学における研究活動上の行動規範

・国立大学法人京都工芸繊維大学における研究活動の不正防止計画

  

Rules and Regulations regarding Research Misconduct Prevention and Research Ethics
・Kyoto Institute of Technology Regulations on the Handling of Research Misconduct 

・Kyoto Institute of Technology Regulations on Research Data Storage and Disclosure   

・Kyoto Institute of Technology Research Code of Conduct

・Kyoto Institute of Technology Research Misconduct Prevention Plan 

【研究推進・産学連携課ＨＰ(Research Promotion and Collaboration Office HP)：研究活動の不正行為
防止】

(URL：https://research.web.kit.ac.jp/private/fairness/) 

【別添：参考資料】/ attached materials

『研究者の品格』/ “The Dignity of the Researcher”



安全保障輸出管理について/ Security and Export Control 

（総務係/General Research Support：ken-apply@jim.kit.ac.jp）  

 

 教育研究の国際化が進展している昨今、国境を越えた人材交流が拡大しています。それにより、大学

が保有する先端的な技術や高度な研究内容等のうち、軍事転用が可能な技術等について、テロリスト

等へ渡る危険性が非常に高まっており、これらの取扱いについて一層の注意が必要となっています。 

 大学においては、法令順守及びリスク管理の観点から、また教育研究機関として社会的・道義的責任

を果たす観点からも、安全保障輸出管理は必須事項であり、研究活動における国際交流や海外への機

器の持出等も規制の対象となります。 

本学では、主に以下の場合に注意が必要となりますので、指導教員等と相談のうえ対応をお願いし

ます。  

1） 外国機関等（非居住者）と共同で研究をしようとするとき  

2） フィールドワーク等で外国へ出張するとき又は海外研修をするとき  

 Progress in education and research internationalization has increased recently, and exchange of human 

resources across national borders has expanded. As a result, the risk of passing on universities’ advanced 

technological and research content –technologies that can be diverted to military use and/or to terrorists and 

other groups – has increased dramatically. Greater care is now required in handling such information.  

 Security export control is essential for universities from the perspective of compliance with laws and 

regulations and risk management, as well as from the perspective of fulfilling social and moral responsibilities 

as an educational and research institution. International exchange in research activities and the transport of 

equipment overseas are also subject to regulation.  

 At KIT, you should consult your academic advisor or other authority regarding these issues. We ask that you 

pay particular attention when: 

1) As a researcher, you intend to conduct joint research with a foreign institution (persons not residing in 

Japan); and 

2) When you intend to travel to a foreign country for fieldwork, etc. or for overseas training 

 
 For further information see the links below: 
【経済産業省ＨＰ：安全保障貿易管理/ Ministry of Economy, Trade and Industry HP: Security Trade 
Control】 (URL：https://www.meti.go.jp/policy/anpo/)  

知的財産権等の取扱いについて/ Handling of Intellectual Property Rights, etc. 

（知的財産係/Intellectual Property：chizai@kit.ac.jp）  

 

 本学では、特許権等知的財産権の取得・活用は社会貢献の中でも重要なものの一つと位置づけ、本学

における知的財産の創出、保護、管理及び活用を体系的・戦略的・一元的に行っています。  

 本学が企業等外部機関と行う共同研究や連携プロジェクト等に学生の方が参加する場合は、秘密保持

義務や知的財産権の取扱いなど、本学職員に準ずる者として研究に関する契約及び学内規則に定めら

れた事項を遵守しなければなりません。あらかじめ指導教員等から十分に説明を受けたうえで、参加

するようにしてください。  

 KIT considers the acquisition and utilization of intellectual property rights, such as patent rights, to be one of 

the most important contributions it makes to society. We are systematically, strategically, and integrally 

engaged in the creation, protection, management, and utilization of intellectual property.  

 Students must comply with matters stipulated in research-related contracts, university regulations, 

confidentiality obligations, and handling of intellectual property rights as if they were university employees, 

when they participate in joint research or collaborative projects, etc., conducted by the university with 

companies or other external organizations. Before participating in such activities, be sure to receive sufficient 

explanations and advice from your supervisor regarding these matters.  

 
【産学公連携推進センターHP 知的財産/Center for Industry-Academia-Government Collaboration HP 

Intellectual Property】  

（URL：https://www.liaison.kit.ac.jp/liaison/intellectual_property/）  
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京
都
工
芸
繊
維
大
学

 
は

、建
学

以
来

培
わ

れ
て

きた
科

学
と芸

術
の

融
合

を目
指

す
学

風
を

発
展

させ
、研

究
者

の
自

由
な

発
想

に
基

づ
き

、深
い

感
動

を
呼

ぶ
美

の
探

求
と卓

越
した

知
の

構
築

に
よっ

て
、人

類
・

社
会

の
未

来
を切

り拓
く学

術
と技

芸
を創

成
す

る
こと

を
研

究
理

念
とし

て
掲

げ
て

い
ます

。 
 この

リー
フレ

ット
は

、本
学

の
教

職
員

及
び

学
生

で
あ

る
研

究
者

が
理

念
を

遂
行

す
る

た
め

に
、社

会
的

責
任

を
も

って
、研

究
を遂

行
す

る
うえ

で
、最

低
限

必
要

な
研

究
倫

理
を

掲
載

して
い

ま
す

。必
ず

読
ん

で
い

た
だ

き、
あ

わ
せ

て
毎

年
開

催
して

い
る

研
究

倫
理

教
育

も
受

講
して

くだ
さい

。 

 また
、「

京
都

工
芸

繊
維

大
学

に
お

け
る

研
究

活
動

上
の

行
動

規
範

」を
定

め
、本

学
で

研
究

に
携

わ
る

全
て

の
研

究
者

が
遵

守
す

べ
き

こと
を定

め
て

い
ます

。そ
こに

は
、研

究
者

の
責

務
、公

正
な

研
究

をお
こな

うこ
と、

社
会

へ
の

貢
献

、法
令

順
守

を宣
言

して
い

ます
が

、 

も
し、

不
正

行
為

が
発

覚
した

り、
前

兆
が

あ
る

場
合

は
、以

下
に

連
絡

して
くだ

さい
。 

 

  

京
都
工
芸
繊
維
大
学

 

研
究
者
の
品
格

 

-科
学
の
信
頼
の
た
め
に
- 

京
都

工
芸

繊
維

大
学

   
研

究
活

動
等

不
正

防
止

対
策

室
   

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為

とは
、研

究
者

倫
理

に
背

馳
し、

研
究

活
動

、研
究

成
果

の
発

表
に

お
い

て
、そ

の
本

質
な

い
し本

来
の

趣
旨

を
歪

め
、科

学
コミ

ュニ
テ

ィの
正

常
な

科
学

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
妨

げ
る

行
為

で
す

。以
下

の
よう

な
例

が
不

正
行

為
や

不
適

切
行

為
に

あ
た

りま
す

。 

◆
得

られ
た

デ
ー

タや
結

果
の

捏
造

・改
ざ

ん
、及

び
他

者
の

研
究

成
果

等
の

盗
用

 

◆
他

の
学

術
誌

等
に

既
発

表
又

は
投

稿
中

の
論

文
と本

質
的

に
同

じ論
文

を
投

稿
す

る
二

重
投

稿
、論

文
著

作
者

が
適

正
に

公
表

され
な

い
不

適
切

な
オ

ー
サ

ー
シ

ップ
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研

究
活

動
の

不
正

行
為

に
関

す
る

告
発

受
付

窓
口
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研
究
の
遂
行

 

研
究
成
果
の
発
信

 

社
会

に
応

え
る

研
究

 

を
お

こな
うた

め
に

・・
・ 

ま
だ

誰
も

知
らな

い
真

理
の

探
求

、誰
も

成
功

して
い

な
い

技
術

の
開

発
、独

創
的

な
作

品
の

創
造

、新
しい

社
会

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、こ

れ
に

よ
り新

しい
学

問
を

作
り出

す
こと

が
研

究
の

目
標

で
す

。楽
しく

、喜
び

に
満

ち
た

研
究

に
取

り組
み

ま
しょ

う。
 

 研
究

に
は

オ
リジ

ナ
リテ

ィー
が

必
要

で
す

。他
者

が
同

様
の

研
究

を
行

って
い

な
い

か
つ

ね
に

同
じ分

野
の

文
献

を調
べ

て
研

究
を行

い
まし

ょう
。他

に
同

様
の

研
究

が
行

わ
れ

て
い

る
場

合
、そ

の
研

究
を

尊
重

し、
不

当
に

過
小

評
価

した
り、

無
視

した
りす

る
こと

は
避

け
、他

者
の

研
究

を
正

当
に

引
用

しま
しょ

う。
 

 

●
研

究
の

意
義

な
ど研

究
の

価
値

を見
定

め
、所

属
す

る
分

野
及

び
社

会
に

対
して

有
益

とな
る

よ
うな

研
究

を
考

え
まし

ょう
。 

●
研

究
の

自
由

は
、人

権
保

護
や

法
令

等
の

遵
守

な
ど守

る
べ

き義
務

と責
任

を
果

た
して

こそ
保

障
され

る
も

の
で

あ
る

こと
を

理
解

しま
しょ

う。
 

●
個

人
情

報
の

保
護

、利
益

相
反

、お
よ

び
本

学
の

安
全

保
障

輸
出

管
理

に
適

切
に

配
慮

・対
応

しま
しょ

う。
 

●
デ

ー
タ類

を
扱

う研
究

に
お

い
て

は
、常

に
デ

ー
タお

よ
び

測
定

法
や

測
定

条
件

（
温

度
な

ど）
を

実
験

ノー
トに

日
付

を
入

れ
、記

録
しま

しょ
う。

い
つ

どこ
で

研
究

が
行

わ
れ

た
か

を記
録

す
る

こと
は

、研
究

の
優

先
権

を
主

張
す

る
際

に
重

要
で

す
。 

●
実

験
デ

ー
タは

必
ず

再
現

性
が

あ
る

こと
を

確
認

しま
しょ

う。
再

現
性

の
な

い
デ

ー
タは

真
実

で
あ

る
とは

み
な

され
ませ

ん
。こ

の
場

合
は

再
検

討
や

再
実

験
が

必
要

で
す

。 

●
数

値
や

画
像

等
の

資
料

や
実

験
・標

本
等

の
試

料
に

対
して

適
切

に
保

存
・

管
理

をし
ま

しょ
う。

 

●
研

究
内

容
に

よっ
て

は
部

外
者

に
は

漏
らさ

な
い

よ
う秘

密
保

持
に

努
め

まし
ょ

う。
 

研
究

成
果

は
、学

会
、研

究
会

で
発

表
して

、研
究

に
対

す
る

多
角

的
な

視
点

か
らの

フィ
ー

ドバ
ック

を
受

け
ます

。こ
の

こと
に

より
さら

に
研

究
を

深
め

、最
後

に
論

文
等

とし
て

公
開

して
知

識
を

共
有

す
る

こと
で

社
会

に
還

元
し、

社
会

的
責

任
を

果
た

しま
す

。 

●
研

究
成

果
を、

学
会

で
発

表
す

る
こと

で
学

術
的

検
証

を受
け

る
と同

時
に

、
さら

な
る

展
開

の
起

点
とし

まし
ょう

。 

●
研

究
成

果
が

ま
とま

った
場

合
に

は
論

文
に

して
公

表
しま

しょ
う。

公
表

に
よっ

て
、社

会
全

体
の

共
有

財
産

とな
り、

社
会

に
還

元
す

る
こと

に
な

りま
す

。 

●
他

者
の

研
究

に
よ

る
成

果
（

学
術

論
文

・書
籍

・記
事

な
ど）

を尊
重

しま
し

ょう
。自

分
の

研
究

の
位

置
づ

け
を

正
確

に
行

い
、ヒ

ント
を

得
た

他
の

研
究

は
必

ず
引

用
文

献
とし

て
掲

載
しま

しょ
う。

適
切

な
出

典
の

記
載

が
無

い
場

合
、著

作
権

に
抵

触
す

る
恐

れ
も

あ
りま

す
の

で
、注

意
しま

しょ
う。

研
究

に
関

わ
った

実
質

の
関

係
者

を
不

当
に

扱
うこ

とな
く共

著
者

に
加

え
、試

料
提

供
な

ど寄
与

の
少

な
い

関
係

者
は

謝
辞

に
載

せ
る

な
ど、

適
切

な
オ

ー
サ

ー
シ

ップ
に

よ
り発

表
や

公
表

を行
い

まし
ょう

。 

●
掲

載
済

み
で

あ
る

論
文

と同
一

の
情

報
を

別
の

学
術

雑
誌

に
投

稿
す

る
行

為
は

二
重

投
稿

とみ
な

され
ま

す
。研

究
者

の
信

頼
と価

値
を

損
ね

る
結

果
とな

りま
す

の
で

、研
究

成
果

を
投

稿
す

る
際

に
は

注
意

が
必

要
で

す
。 

●
論

理
を

十
分

吟
味

して
論

文
を

書
き

まし
ょう

。主
観

的
な

論
理

に
な

って
い

な
い

か
、断

片
的

な
内

容
に

な
って

い
な

い
か

、慎
重

に
検

証
しま

しょ
う。

複
数

の
研

究
者

で
論

文
の

内
容

を議
論

す
る

こと
も

重
要

で
す
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